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1．本調査の 目的

　 2001 年 1月 26 日に 発 生 し た グジ ャ ラ
ー

ト地震で

は、カ ッ チ 県 を 中心 と して 被災が 広域 にわ た り、760

村 の 農村部 と、ブージ、バ チ ャウ 、ラパー、ア ン ジ ャ
ー

等 の 地方都市が被災した。

　農村部の 復興 に つ い て は．きめ細かな政府支援 の プロ

グラム の 提示 （参考文献 （1）〜 （2））と活発なNGO

活動 と の 連携 （参考文献 （3） ） も あ り、地震後約 2 年

で 生活 再 建や 住宅の復 旧が ほ ぼ完 了 して い る。一方、都

市部にお い て は、都市復 興や 住宅 再建 が なか な か 進 展 し

ない と い う状況が 続い た 。 そ こ で 、本研究 で は、こ の 都

市部に焦点をあて 調査を実施したの で 、そ の 結果を報告

する 。

2 ．調査方法

　　現地 調査は、2003 年 12 月 10 日〜20 日に行

っ た 。 イ ン ドの グジャ ラ
ー

ト州ガンディ ナガ
ー一

、 ア
ー

メ

ダバー
ド及び ブージ に おい て 関係機関等を訪問し、関係

者に ヒ ア リン グす る とともに資料を収集した。被災都市

ブージ に お い て は．被災市街 地 （旧市 街）、仮設住宅 団

地 及 び移転団地 を視察 した。

　訪 問 した機 関 は ，ガ ンデ ィナ ガーにお い て は、GSD

MA （グ ジ ャ ラ
ート州 政府災害管理局）、ア ーメ ダ バ ー

ド に お い て は 、都市 計 画 コ ン サ ル タ ン ト EPC

（Environmental　 Planning　Collaborative）、ブ
ー

ジ に

お い て は、GSDMA の 現地本部、ブ
ー

ジ地域開発局，

災害援助の ための NGO の連合体で あるア ピア ン で あ る。

2 ．地方都市ブージにおける被 災状況

　ブージ は ， カ ッ チ県 の 県庁所在地で 、 人ロ 12 万 人

の 地 方都市で あ る 。 2001 年 の 地 震で は、約 400

年 の 歴 史 の ある 旧市街 （Valled　City・＝城郭都市，約

1．3   り 内部で の 被害 が 甚大で あっ た。

　そ の 原 因 は．旧 市街 （城 郭都市内部》に は，100

年以 上 の 老 朽化 した 組積造 が 多数 あ り、元々 1 階建て

の 基礎 の もの に、 2階 、 3 階を増築 して い た こ と ． 丸

い 石 を 組積造 に用 い て い た こと、ライ ム （石とまぜて

石 を 固定する も の 》が 100 年以 上たっ て い たこ と，

及び、地 震が 90 秒程度 と比較的長い時間継続した こ

ととされて い る 。

　 1日市街内部で も被害の 程度 の 差がややあ り、そ の 中

で も，北側の 地区 で は 100 ％近 くの 建物が 崩壊 して

い る。この 地 区は、貧困層 の多い コ ミュ ニ テ ィで あ っ

た e 市 内 のそ の 他 の エ リア で の 建 物 被 害 は 15 ％程度

で あ り、比較的最近 建築さ れ た建物で 、披 害 の で た 建

物 は、建築設計、瞳築施工 に 問題が あっ た もの で あ る。

3．ブージにおける都市復興 ・住宅再建の状況

（1 ）窟興を担当する 行政機構

　ブージ にお ける都市復興は，ブージ市役所の 財政力 ・

人的資源は限 られて い たの で，州政府によりカッ チ 県庁

を通 じて 行われた．また、州政府は、こ の 地震の直後に、

GSDMA を設 立 し、ブージ市で も この 現地 本部が 中心

とな っ て技術的 なサ ポートを行っ て い る 。 2001 年 5

月 に は、5 年間の 時限で 、 復興推進の ため の 独立 した行

政機関で あるBHADA （ブ
ー

ジ地域開発局）が設立さ

れ、都市基盤の 整備、住宅 再建の 援助 （建築確認 な ど も

含む）な どの 中心 的役割を担 っ て い る。5年後に は ブー

ジ市役所 へ の 移 管 な どが 検討 され る こ とに な っ て い る。

（2）都 市復 興の 構 想、計画 策定 の 経過

2001 年 1月 〜 2月

　緊急対応 が 中心 の 時期で ，旧市街の 全面移転の 案も

提案 さ れた。旧市街内部で は，建築制限が 2003 年 2

月 ま で な さ れ た。な お、建 築 制 限 に反 して 建築 され た

建築物が 約 600 棟あ っ た が、建築 制限解除後 、除却

推置がなされて い る。
200

．
1年 3月〜4 月

　後興市街地の 基本構想が検討 され、 f2001 年 地 震被

災地域へ の 再 建パ ッ ケージ No．5」 が 州 政府 内閣 に よっ

て 了承 された。基本的 には、旧市街は現地で 再建する

一105一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

が，密集度を下げて 安全性 と ア クセス を改善する と と

もに，市街地外周部に移転団地を建設 し、1日市街の 建

物所有者の うち希 望す る人々 が移転す る こ とと なっ た。
以 下 に示 す 各段階 にお ける 個々 の検N は 、 すべ て この

パ ッケ
ージ No．5がべ一ス となっ て い る。

2001 年 5月 〜 12 月

　ブージ市域全体 （56km り の 復興都市計画 の 策定が

行われた。この策定作業に つ い て は、都市計画 コ ン サ

ル タ ン トの EPC に委託さ れた．　 EPC は 2001 年

5月 か ら作 業に着手 し．9 月 まで の 5 ヶ 月 で 復興都市

計画の 原案 を完成させ、12 月 には、都市計画 手 続 き

を完了した，

　復興都市計画 と して は、全域 にわ た っ て 開発計画が

策定さ れ、都市基盤施設の再開発 （道路 152km 、
水道、下水、商業 コ ン プ レッ クス 、劇場，公 共 建築 物

の 再建） な どが 計画された。また、1日市街 （城郭都市

内部） の 過密を解消す る ため に，4 つ の 移転団地 （合

計 160ha 、3500の敷地 》が 計画 された。そ の うち 1

つ の移転団地 （GIDC と呼ばれて い る 団地）は ．当

初、仮設住宅 団地 と して 整備されたが．4 番 目の 移転

団地として整備す る こ と とな っ た。

躑轗

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （出典 ： E …》C 、2003 ）

・
図 1　ブージ市域全体の復興辭画 ・都市計画

（中心 部の 白地部分が 、 旧市街の 城郭都市で ある。）

2002 年 1月 〜 2003 年2 月

　城郭都市内部 の 8 つ の 地 区 （合計 131 　ha、1 万 2

千棟、5 万 人）の 地 区計画の 策定が行われた ． こ の 間 、

2002 年 6 月か らは、移転団地 で の 住宅 建 築が 始ま

っ た、2002 年 7 月 か らは、GUDC （グ ジ ャ ラ
ー

ト都市開発公社） に よ り、旧市街の 都市墓盤整備を開

始 した．2002 年 9 月 に は、各地区 辭圃 の 原 案が で

き あ が り，そ の 後 、 公聴会が 順次開催 さ れ、再開発

（区画整理 ） 後の 敷地の 設定な どを行 っ た 。

2003 年 5 月

　旧市街 での 住宅建築が始まっ た 。

2003 年 10 月

　移 転 団 地 内 で は 1900 棟、旧市街地 内で は 326

3棟 の 建 築 許 可 が 下 り、1500 棟 の 住宅 の 再建 が始

ま っ て い る．また、当初に 整備さ れ る 予 定の 道路 90

km に つ い て の 土地取得がほ ぼ完 了 して い る。旧 市街

地内で の 主 要な道路の 工 事 が 開始 され た。
2003 年 12 月

　都市基盤整備が完了する 予定 とされて い る 時期 で あ る

が、現地調査時は、旧市街地内の 道路整備等が進行中で

あ っ た 。

（3 ）移転団地 におけ る住宅再建 の 状況

　当初か ら計 爾さ れ て い た 3 団地に おける 住宅再 建の 状

況を表 1に示す 。 こ れらの 団地 におい て は、以下 の よ う

な住宅 建設に際 して の 援助が行われて い る、
・
　再建を推進するための 定例 コ ミュ ニ テ ィ会議の 開催

oo

●

●

　現場視察で は、同 じ地 区の 中に、戸建 て の 住宅地 区 と、
NGO の 協力 で 建て られ た連続建住宅の 地区 が確認 され

た。な お、こ れ らの 3 団地は、何れ も市中心 部か ら 3  

以内に 所在す る （図 1 の エ リア内）。

現場で の 建築材料提供場所の 開設

現場で の技術ア ドバ イス事務所の 開設

建 設の た め の 無償の 水供給

援助が必要な人 々 をNGO と結びつ け る た めの 努力

褒 1　 移転団地 （当初計画の 3団地 ｝での 住宅再建状況

地区 敷地数 既割当敷地数 建設中住宅数

Rawalwadi1431 685 369

晒undra 1097 845 357

RTO 702 676 327

合 計 3230 2176 LD53

（2003 年 10 月現在、出典 ：GSDMA ）

　当初、仮殴住宅団 地 （主 に 賃貸居住者層向け） と して

計 画 され 、移 転 団 地 に整 備 中 の GIDC 地 区 （図 1 の エ

リア 内で 市中心 部か ら約 5km の 位置、22ha ） で は、
現在 、NGO の ア ビア ン によ っ て 先 行的 に恒久復興住宅

が 建設され て い る （図 2 参照）。 こ の 地区は、特 に 、賃

貸居住者、ス クウォ ッ タ
ー

の ため の 恒久住宅が 計面され

て お り， こ れは 、 グジ ャ ラ
ー

ト州で は じめて の 経験とな

っ て い る。ア ビア ン に よっ て 建設されて い る住宅は、地

震前に1日市街地に居住して いた賃貸居住者の た め の住宅

となる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （出典 ：アピア ン，2003 ）

図 2　仮設 住宅団地 を移簸 団地 に整備中の GlDC 地 区
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　 こ の 地 区で は、28 の コ ミ ュ ニ テ ィ が そ れ ぞ れ ま と ま

っ て 居住 して お り、仮設住宅団 地か ら移転団地に 転換後

も 多少位置 は変 わ る もの の，各 コ ミ ュ ニ テ ィ ご とに 住宅

敷地 （街区） を計圃 して い る。

　ア ピア ンに よ り先行的に 建設 され て い る 160 戸 の恒

久復興住 宅 は、政 府所有の 荒れ 地 に建設され 、入 居者 は

λ居後 に 非常 に 低価 格 で 政 府か ら 買 い 取 る こ とにな っ て

い る。家屋は、ア ピ ア ン が 低コ ス トで 建設 し．無償で 入

居者に 提供する。そ の 資金 は 世界銀行か ら得て い る。入

居者はシ ン グル マ ザー．未亡 人、障害者な ど を優 先 して

選 定して い る。各コ ミュ ニ テ ィ から、 こ の 街区に 入居す

る こ とにな るが，5戸、20 戸の まとまりの クラス タ
ー

ご とに コ ミ ュ ニ テ ィ の 人 々 がまとまっ て 入 居する。 現在 、

その 他の 街区につ い て は、提携先 の NGO を探 して い る

段階で ある。また，住宅共同組合 を現在、2 〜 3 団体設

立 して 今後の 建設活動 に 備えて い る。こ の 場合．建設後

の 住宅 所有者は、住宅共同組合と な る。今後、各コ ミ ュ

ニ テ ィ 単 位 程 度 ごと に住宅共 同 組 合を 設 立 し て、各 街区

ご とに コ ミ ュ ニ テ ィ で ま と まっ て 暮 らせ るよ うに す る こ

とが予定され て い る。

　なお、ア ビア ン は、地震後、最初の 2 年間は農村部

を中心に 活動 して きたが、そ の 復興 に つ い て 目途が つ

い た こ とも あ り、そ の 後、都市部、特に 仮設住宅団地

で は 困っ た 人 々 が多く い る こと な どか ら、都市域で の

活動を開始して い る 。

（4）旧市街 （城郭都市内》で の再開発、住宅再建状況

　 図 3は、旧市街地 の 地震前の 土地利用の 状況と、地震

後 の当初 の計画で ある 。

　　　　　　　　　　 （出典 ：GSDMA 　 2002 ）

図 3　 旧市街地の 地震前の 土地利用図と当初の 地区翫画

　そ の 後、旧市街地 を分割 した 8 地 区で そ れぞ れ地 区 計

画が、検 討途申の 住民 か らの 申し入 れ．また、原案提示

後 の公 聴会 や 各種 の 会合 によ っ て．大 幅 に変 更 され 、現

在、図 4 の よ うに．当初よ り道 路 計 画 が 縮小 され、既 存

の 道路を活か しなが ら最低限 の ア クセ ス を改善する 計 画

となっ て い る 。

　 これを、第 8地 区 を例 に 群細に 示 した もの が、図 5 、

図 6 で ある 。

　 こ の 間．EPC は．上 紀の 公聴会前後 を含め て 、各階

層の 人々 と の 会合 を 150 回程度開催 し、そ の 意見を取

り入れ る努力を行っ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（出典 ： EPC 、

図 4　旧市街の群細計画 の現状

2003 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （出典 ：GSDMA 、2003 ）

図 5　 第 8 地区の 地震前の敷地 ・道路地図

（白地 敷地は建物が倒壌した 敷地。8割以 上が 倒壊 して い る）

　　　　　　　　　　　 （出典 ： GSDMA 、2003 ）

図 6　第 8 地区 の 地蟹後の 提案された地区 計画

　地 区 計 画 を策定す る にあた っ て は． 「近 く に住ん で い

る 人 々 は、復 興 後 も 同じ場 所 に住 む こ とが で き るよ うに

する 亅 こ とを第一方 針 と し て 計画 した。ま た、宗教 施設

や大きな 樹木，ま た．崩壊 しな か っ た 建物は な る べ くそ

の まま残す こ とを 基本と した。道路が狭く、崩壌 した建

物が 狭 い 道 に 崩 れ 落 ち た た め救 助 の 人 が入 る こ とがで き
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なかっ たの で、復興 にあ た っ て は、道を広げた り、新 し

く道を設置す る こ と と した 。 また 、 多くの コ ミュ ニ テ ィ

に根ざした商店街は、そ の位置におい て道幅を広げた 。

　ブージに お ける住宅移転 の原則は、1日市街地内で 倒

壊した建物の 所有者は、居住地を移転す るかどうか 自

由に 選択で き る こ とで ある 。 また、適切な都市計 画の

支陣とな る 家屋は 移転され る 。 具体的 に は，旧市街 で

は、人 口 密度が 高か っ たの で．復興 にあ た っ て は 、 希

望す る 人々 を移転地区 に行 っ て も らうこ と とした 。 そ

の 結果、約 4 割の 人 々 が移 転 す る こ と に な っ た 。そ の

際、元 々 の 敷地 は 引 き 渡 し、移転団地 に 土地を与え ら

れ、元々 の ±地価格 の 方が上 回 る 場合 に は．差 額 が支

払われ る。なお、移転先で の 商店 開業 は困難で あ るの

で、商唐だ け城郭内に 持っ こ と に な る人 もい る。

　新設する 道路や、拡幅する 道路 に既存家屋が ある 場

合は、買 い 上げ とな るが．住民 との 交渉の 結果、建物

の
一部を切 り取 る 結果とな っ て い る 場合 もあ る。

　建物が 鋤壊 して建物がな い土地は、区画整理 の 手法

により各敷地から
一

定割合 の敷地 を提供し、地 区 の 整

備を計画 した．この 場合，減歩率は 、面積 に応 じて、

面積の 低い ほ ど負担が 小さ くなる ように して い る 。 具

体的 には、1976 年グジ ャ ラート地 区計画 ・都市開

発法に従 っ て、30   未満の敷地 で は 0 ％、30〜lOO  

で 10％、100〜200   で 20％、200〜500ni で 30％、
500  以上 で 35％ として い る 。

（5 ）都市部個人住宅の再建 と政府か らの 個人へ の援助

　イン ド ・ グジ ャラー
ト州にお ける住宅復興は 、 所有者

主導 の 再建 と、公共 と個 人 の パ
ー

トナーシ ッ プ に よ っ て

行われ る こ とが 特徴的で ある が、所有者主導 と い っ て も

政府によ っ て 手厚 い 技術的及 び財政的援助が行 わ れて い

る。

　住宅の 再建にあた っ て は、カ ッ チ 県 は、地震危険ゾー

ン 5 なの で、構造 に関わ らず、2 階建て まで の 建築制限

が ある。これ は，地震後に 制限が なされ る ようにな っ た

もの で ある。

　政府か ら、地震 によ っ て 倒壊した住宅の所有者 は．合

計で 150， 000ル ピーの住宅再建の資金 を受け取 る こ とが

出来る ． この額は 、 50ni の 住宅再建 に見合っ た額と さ

れ て い る 。 200，000ル ピー
あれ ば50  の 住宅が 建設で き

る との こ とで あっ たe

　 こ の 住宅再建の 資金は、建築の 進展 に従っ て 3 回 受け

取 る こ とが出来る。

　初回は、申請だ けで fio，　OOOル ピーを受け取る こ とが 出

来 る。こ の あ と基 礎 と壁 の 立 ち 上 げ の レベ ル ま で 出来 た

段階で建築検査を受け、合格す る と、第2回 の 50，000ル
ピーを受け取 る こ とが出来る。こ の 中間建築検査 を行 う

こ と によ り、安全性 を確 認す る と と も に、建築費 に補助

が使われて い る こ とを確認する こ とがで きる ようにな っ

て い る 。 その 後、再度の 中間建築検査を行 っ た後、第 3
回 臥 最終の 40，000ル ピーを受け取 る ．

　借家 人 に は 、元の 敷地で 住宅が 再建さ れ る 場合 に は、
上 記 金額 の 25％ が 支給 さ れ る。借家人 は ．家主に そ の 金

額 を通常は支払 うこ と に な る。

4．都市部での復興都市計画に時闘を要 した理由

　ブージ全域の 復興都市計画に約 8 ヶ 月、旧市街の 地区

計画に約 14 ヶ 月を要し、地震後約 3年 で ようや く旧 市

街で の 再建が開始されて い る。上記に 示 した よ う に、計

画決定におい て、十分に民主的手続き を考慮 して いる た

め に このように時間を要 して い る こ とが基本で はある が、
そ れ 以外 に も、早く 再建が進 まなか っ た理由が以下の よ

う に考え られ る 。

（D 旧市街 の 土地 の 値段は高く、土地 ・建物 を 所 有 し

て い た人々 の 財力は大きい 。また、他都市に住む 土地所

有者 も い る こ とか ら、生活に余裕があり、 胃建を急ぐ理

由が な い 。

（2）賃貸居住者 は、約 20 年前にで き た 法律に よ っ て

非常に保護 され た状 態で、安い家賃 で 住 んで いた が、地

震 に よ っ て 建 物が崩壊し、再建 され な い 状態 で は戻る 場

所が な い こ とに な っ た 。 現在、そ の 大半は、上記 の 仮設

住宅団地へ 行っ た。賃貸建物の 土地 ・建物所有者 は．再

建す る と賃貸居住者の 権利が発生する の で、当面、再 建

の 意志は小 さい。

（3）戸建て の 土 地 ・建物所有者 （特 に商業） は、元の

場所での 再建を望んで い たが 、 旧市街周辺の 土地利用 の

変化で 旧市街で 営まれ て い た都市機能の 補完がなされ、

再 建へ の圧 力が 低 くな っ て い る。

　今後、 この よ うに 計画に時間をか けた こと につ い て 、

どの よ うに評価 され るのか 、 また 、 再建 がすすまない こ

とにつ い て の 弊害がどこ にあるかを明らかとす る必要が

あ る 。

5 ．まとめ

　 復 興 の 進 め方 と して 特 徴 的 な こ と は以 下 の通 りで あ っ

た。

（1）州政府災害管理局や 時限の 地 域開発院 を設 置 して

　　 行政能力を高めて 後興をすすめようと して い る。

（2 ）現在，都市中心部にお い て、復興 の 工 事が開始さ

　　 れ た と ころ で あ り、計画 に長期問を要 して い る。

（3 ）都市中心 部の 復興に隙 し、高密度 で危険な状況 を

　　解消す るため、部分的な移転を 計画 す る と とも に、

　　 区画整理 に よ り安全 な 街区 を形 成し よ う と して い る。
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